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表１ 「子どもの食と栄養」受講後の意識の変化（Ｈ２５年度生） Ｎ＝１１４ （ ）＝％





















































































































































































































４日（２人） ０日（２人） ０日（２人） （牛乳のみ２日）、（フルーツ１日とヨーグルト２日）
３日（６人）
０～１日
（４人） １日（２人）
野菜、果物、乳製品（１～３日）
２～３日
（２人） ２日（２人）
１～２日
（３人） ０日（３人）
０日（１人） 菓子パンのみ（１人）
１～２日
（２人） 副菜なし（１人）、果物（２）乳製品（４）摂取
山脇美代：授業理解と実践力のスキルアップを目指す教育方法の検討（第３報）
23
表３ 朝食１週間の栄養バランス（主食・主菜・副菜の有無）別定期試験の平均点
主食を摂取
した日 グループ 主菜、副菜の摂取状況
前期テスト
平均点
後期テスト
平均点 総合点
６～７日
５７人
Ａ 主菜を週に３～７日と副菜も２種類以上摂取している者
９２．４点 ７５．６ ８４
Ｂ 主菜は毎日（７日間）取っているが、副菜をとっていない者
６～７日
３２人 Ｃ 主菜が０～３日摂取の者
９１．２ ６６．３ ７８．８
１～４日
１１人 Ｄ 主菜、副菜が十分でない欠食者
＊対象者１００名中１週間ほぼ毎日食べる人８９人、３日以上の欠食者１１人
断した。
 朝食の摂取内容の違いによる成績の比較
次に朝食の摂取内容の違いによる成績の比較を試みたところ、表３のようになった。栄
養のバランスが割合よいと思われるＡとＢグループを合わせて前期、後期及び総合点の平
均点を算出した。また、栄養不足が懸念されるＣとＤグループを合わせて前期、後期、総
合点の平均点を算出した。その結果、前期のテストは全体が高得点のため、Ａ・Ｂグルー
プとＣ・Ｄグループに有意差は見られなかった。しかし、後期テストでは、明らかに差が
みられ、Ａ・Ｂグループが９点以上高得点であった。総合点でも同様の結果で、Ａ・Ｂグ
ループが５．２点高得点であった。朝食と成績の関連性については、第２報でも報告をした
が、やはり、１週間のうち４～６日の朝食摂取者の方が、１～３日の摂取者より、３．６点
高かった。朝食をとると成績が上がることに関しては香川靖雄氏の著書３）の中で成績の差
は、早寝早起き、集中力、勉強時間の差、あるいは規律正しい生活が大いに関係している
ことを述べている。今回の調査では朝食のみではあるが、食のバランス、あるいは栄養バ
ランスという観点から分析を行ったのであるが、前述したような結果となった。やはり、
主食、主菜、副菜がそろっている方が好成績につながっていることが実証された。おそら
く早寝早起き、睡眠時間、生活リズムなども関連していると思われるが、今後さらに研究
していきたい。
また、Ｃ・Ｄグループで栄養の不足、特にビタミンや無機質の不足が懸念されることは
先に述べたが、内野ら４）、筆者５）の研究によると、食事１日摂取の調査において、自宅通学
生も、下宿生もミネラルの中で特にカルシウムと鉄が５０～７０％しか取れていなかった。今
回の調査は朝食のみであるので、昼食と夕食に何を食べるかによって一日の摂取量は大き
く変化するものと思われる。できることなら毎食が栄養バランスのとれた食事がいいので
あるが、実際は難しいところでもある。しかし、栄養学を学んだものとしての自覚を持っ
て、昼食や夕食だけでなく、朝食もバランスの取れた食事をするように心がけることは大
切なことである。
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 朝食欠食とその他の状況について
本研究では、主食を摂らなかった日が３日以上６日あった者つまり、１週間のうちに、
主食を含めた何らかの食べ物を摂取した日が１～４日だった者を欠食者としてカウントし
た。この朝食欠食の定義は国民健康・栄養調査において定義されている方法に準じている。
したがって、飲み物だけや果物だけは欠食とみなした。その結果、表２、表３に示したよ
うに１１名の欠食者がいた。割合でみると１１％であり、Ｈ２４年度生より３名の減少であった。
平成２２年度国民健康・栄養調査６）によると、１５～１９歳の朝食欠食率は、男性で１４．５％、女
性で１４．０％であるから全国の１５～１９歳の若者と比べ、少し少ない程度であるといえる。な
お本調査では、１週間通して、７日間とも朝食に全く何も摂取しなかったという学生はい
なかった。また、長幡友実らの研究調査７）では、朝食欠食習慣ありの者の割合が自宅生で
５３％、下宿生で７６．８％と報告されている。これらの数値はかなり高い数値であると考えら
れるが、これは、１週間のうち１日以上の欠食としたためであろうと長幡らは述べている。
本研究では１日のみの欠食者はほぼ毎日喫食しているとして６～７日摂取のグループに入
れたのでこのような数値になっている。
次に食事内容以外の点について述べることにする。朝食をだれと食べているかとの質問
に対し、自宅通学生８２名中「１人で食べている」者が４０人で、約半数であった。このこと
に関しては新家智子らの調査８）でも、誰とも会話をせずに朝食を摂る学生がおよそ半数以
上であったことを報告している。又、筆者の調査で「家族と一緒に食べている」と答えた
ものは１７人（２０．７％）で、後の２５人は、両親と一緒か、片親か、兄弟か、姉妹と一緒に食
べていることが分かった。近年子どもの孤食（一人食べ）が問題になっている。足立巳幸
氏の報告９）によると、１９８２年に１７．８％だったのが、１９９９年には２６．４％に増加し、「家族全員
で食べる」子どもたちが、２２．４％から１２．６％に減少している。対象者が小学生と大学生と
いう違いがあるが、大学生であっても「１人で朝食を食べている学生」が半数近くいると
いうことは、さびしいことであるし、将来子どもたちを指導する立場に立つことを考える
と何か対策を考える必要があると思われる。今後の課題としたい。
まとめ（要約）
「子どもの食と栄養」の受講生を対象に、食生活の面における実践力のスキルアップを
目指すことを目的に、教授し、調査を行っている。その成果は毎年の定期試験の点数に少
しずつ上昇がみられることから、実践力のスキルアップに表れていると思われる。
授業理解については前期と後期のテストの素点の平均点が高いほど理解度が高いと判断
した。その結果前期は８５点以上が９４．３％と好成績だった。栄養学の基礎的なことは多くの
学生が理解できたと判断した。後期に関しては実技的なものが加わるためか、前期より２０
点のダウンであった。これは毎年の傾向でもある。
受講後の意識の変化についてはＨ２３年度生と比較をしてみた。その結果、食生活が変わっ
たり、栄養バランスを意識するようになった学生が大幅に増えていた。さらに、正しい食
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事のとり方や献立の立て方を理解できた学生のうち、「強くそう思う」を選んだ者が２０％
近く増えていた。
朝食の摂取状況については調査用紙を提出した１００名について分析した。欠食者は１１名
であった。摂取状況と成績の関連性については、主食、主菜、副菜を大体揃えて（３日以
上）摂取しているグループが、主食以外のものをあまりとっていないか、３日以上の欠食
者の平均点より９点以上高得点であった。やはり欠食をせずできるだけ栄養のバランスを
考えて、毎日摂取することが好成績につながるということを確認した。それから、自宅通
学にもかかわらず、朝食を１人で食べている者が半数近くいたことは驚きであった。
今後このような点も視野に入れながら、実践力のスキルアップを目指し、指導と教育方
法の改善に努めていきたい。
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